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日本工学院八王子専門学校 2019年度（平成31年度） 臨床医学各論5
科目基礎情報

2単位 講義
東洋療法学校協会 指定教科書

鍼灸科 前期
3年 必修 30時間

学習目的
 臨床活動をおこなう上で必要な知識である、⻄洋医学的知識について学ぶ。現代医学的な疾病を学ぶことによって現実の病態把握の精度
を高める。疾病の原因、障害場所、症状、一般的治療方針などを学ぶ。また、鍼灸施術の適応疾患であるかの鑑別力を高めることを目的す
る。

到達目標
 臨床の現場で使える知識を提供し身に着けることを目的とする。現代医療において重要な観点は、疾病ごとに病名が存在し、体系的な知
識の中で治療を進めて行くことが重要である。また診断名の明らかな患者に対して他の医療機関と連携をとる手段として共通認識を持てる
よう疾病理解を深めて行くことを目標とする。

担当教員情報
宇南山 伸 実務経験の有無・職種 有・鍼灸師

教育方法等
 「疾病」に対する現代医学的な視点を教授し、人体の総合的な理解を深めて行く。
 整形外科疾患を講義する。実際の鍼灸臨床で最も施術頻度が高い分野である整形外科分野を理解させる。１・２年で学んでき
た解剖学・診察学の知識を用い、病態の本質がどこにあるのかを想像する力を養う。

 授業日数の4分の3以上出席しない者は定期試験を受験することができない。講義時間に無連絡で20分以上遅れた場合、受講
はできるが出席の扱いをしない。明確な理由が無い早退は出席したとは認めない場合がある。
 課題は、本科の規則に従った形式で提出する。特定の指示が有る場合を除いて、手書きでの作成を原則とする。

評
価
方
法

備　　考

期末試験（筆記試験）

整形外科疾患 関節に関与する疾患を理解する1
整形外科疾患 関節に関与する疾患を理解する2

授業計画（１回〜１５回） 
授業内容 各回の到達目標

整形外科疾患 整形外科の領域を理解する

整形外科疾患 形態異常に関与する疾患を理解する
整形外科疾患 脊椎に関与する疾患を理解する1

整形外科疾患 骨代謝に関与する疾患を理解する
整形外科疾患 筋・腱に関与する疾患を理解する

整形外科疾患 脊髄損傷を理解する３
整形外科疾患 外傷を理解する

整形外科疾患 脊椎に関与する疾患を理解する２
整形外科疾患 脊椎に関与する疾患を理解する３

整形外科疾患 頸肩腕部の疾患に関与する疾患を理解する
整形外科疾患 過剰使用によって起こる疾患を理解する

整形外科疾患 スポーツ外傷を理解する1
整形外科疾患 スポーツ外傷を理解する２


